
8広報にっこう

　　市は、平成20年４月に日光市まちづくり基本条例を制定し、市民と協働したまちづくりを進めています。今回は、
この条例の概要についてお知らせします。

●まちづくり基本条例とは

　まちづくり基本条例は、市民の皆さんで育てるまちづくりのルールです。市民と市議会、市が一体となって、地域
のことを考え、良くしていこうという活動（まちづくり）に関する基本的な理念・原則・制度などを定めたものです。
市の最高規範として位置づけ、他の条例や計画、事業などはすべてこのまちづくり基本条例の考え方に即して行って
います。
　なお、この条例は、「共有・参画・協働」を基本理念として、市民・市議会・市の役割などを規定しています。

●共有・参画・協働とは

　現代社会には、さまざまな価値観が存在します。このような中、市民を中心にまちづくりを進めていくためには、
共有・参画・協働の３つのキーワードが重要となります。
　市民一人ひとりがお互いを尊重しながら、力を合わせてまちづくりを行っていきましょう。

知っていますか？ まちづくり基本条例
くわしくは　総合政策課　政策調整係　☎︎0288-21-5131

●市民の皆さんにお願いしたいこと

　皆さんの暮らす地区や地域、そして市全体が、皆さんにとって「住んでよかった」「これからも住み続けたい」と
思えるような取り組みは、すべて「まちづくり」です。
　市民の皆さんには、まちづくりへの積極的な関わりが期待されています。市は計画などを作る際、意見を聞くため、
委員を公募しています。委員に応募して会議で意見を述べることもまちづくり活動の一つとなります。そのほか、「地
域の清掃活動や自治会活動に参加すること」や「近所の人とコミュニケーションを取ること」もまちづくり活動です。
できること、身近なことから始めてみてください。

●条例を改正しました

　市は、「まちづくり基本条例を守り育てるための市民会議」を設置しており、
条例の見直しなどについて検討を行うこととしています。
　令和３年度に、市民会議から条例の見直しが提案され、これに基づき令和４
年４月に条例の改正を行いました。
改正内容…第４条「市民の権利」にある青少年の年齢を満18歳未満へ
　令和４年４月１日から「18歳・19歳の自己決定権を尊重し、積極的な社会参
加を促す」という趣旨で、成年年齢が18歳に引き下げられる民法の改正が行わ
れました。この民法の改正を踏まえ、青少年の年齢を満18歳未満とする改正を
行いました。

共有… まちづくりに関する情報や資源などを市民・市議
会・市で共に持つこと

参画… 市民が主体的にまちづくりに関わること

協働… 市民・市議会・市がそれぞれ持っている知識や経
験から、共に考え、協力し、行動すること

市民
日光市に暮らす、すべての人
日光市で活動する団体

および事業者

市役所
市民のために、いろいろな

ことをする機関

市議会
日光市のことを
決めていく機関

市長へ市民会議からの提案書を渡す
本
ほんま
間委員長（中央）と黒

くろかわ
川副委員長（左）
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令和３年度に実施した活動を紹介します令和３年度に実施した活動を紹介します
「日光伝統文化フェスタ～N
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フ ェ ス タ
esta ～」の開催　（主催：日光青年会議所）

　地域の文化である祭
さいし
祀が新型コロナウイルスの影響で次々と中止にな

るなど、次代を担う子どもたちが地域文化に触れる機会が減少していま
す。このため各地に存在する文化を発信する場として、さらには次代へ
文化を継承していく機会とすることを目的として開催しました。
　この事業をきっかけとして「お囃

はやし
子に参加したい」と団体と交流した

来場者もおり、文化継承の担い手不足の一助として地域への愛着心を育
むことができました。

　紹介した活動以外にも、地域の実情を知り、地元に愛着を持つ市民団体の皆さんのアイディアから生まれた活動が
たくさんあります。
　皆さんも、仲間同士で温めているすてきなアイディアを実現させてみませんか？
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